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早稲田大学が開発したナイキストレート空間 FFT 干渉計 (直接像合成方式 )はリア








 早稲田大学那須パルサー観測所には直径 20m の固定球面鏡 8 機と直径 30m の




波望遠鏡を用いて 2004 年から広域電波トランジェント探索が開始された。  
 本論文では、第一に那須観測所 20m 鏡のビームの形状や今までの 4 倍密な電波
マップについて述べる。第二に著者が発見した 2 個の電波トランジェントの候補
天体や Luminos i ty のシミュレーションについて述べる。共同研究者らによって







 本論文第二章は 20 鏡のビーム形状を円形開口の回折縞の強度分布から理論的
に求め、さらに実際のデータ解析から観測的にも求めた。この結果、理論的にも
観測的にも Half Power Beam Width (HPBW)は約 0.6 度あることが判明した。以前
はビームの HPBW は Cyg-A の観測により約 0.8 度であるという結論が出ていた (水









 本論文第三章は赤緯 32 度から 33 度の電波地図を示す。那須観測所の 20m 鏡は
おおよそ赤緯 32 度から 42 度を観測可能範囲としている。著者は修士 1 年次より
赤緯 32 度から 33 度のデータ解析を行ってきた。2007 年に岳藤により赤緯方向に
0.5 度刻みの電波地図が制作された。この電波地図は” Quick-look Data Analysis 
(Takwfuji et al, 2008)”で解析した後に得られる帯状のカラーデータを並べる
ことにより制作された。データは積分せずに一日毎のデータが使用された。この
電波地図によりフラックスが 1Jy 以上の電波源が同定され、赤緯 32 度から 33 度
の範囲では 30 電波源が同定されていた。著者は赤緯 32 度から 33 度を赤緯方向に
0.125 度刻みで詳細に観測し、データは各赤緯で 7 日分から 10 日分を積分した。
これにより検出感度が向上し、400mJy 以上の電波源は 95%が同定された。赤緯 32




 本論文第四章は 2005 年に著者により発見された 2 個の電波トランジェントにつ
いて述べる。この 2 個の電波トランジェントは共に 1 日のみ突発的に 1Jy 以上の
強いフラックスが検出された。1 つ目は非常に高銀緯 (+61 度 )に位置し、候補天体
の 1 つにクェーサー CSO 53 が含まれていた。 2 つ目は中銀緯 (+12 度 )に位置し候
補天体の 1 つに X 線源が含まれていた。この 2 個の電波トランジェントの共通点
は非常に強度が強いことである。従って、相対論的なビーミング効果を受けて強
度が強くなったと仮定し、Luminosity を見積もった。ビーミング効果を受けるこ
とにより、電波トランジェントは 3 桁から 4 桁ほど増光して検出された可能性が
明らかになった。従って、数百μ Jy～数 mJy レベルのバーストがビーミング効果
により～ 1Jy レベルに検出されたと考えられる。  
著者が発見した 2 個に、共同研究者らによって発見された 4 個の電波トランジ
ェントを加えた 6 個の電波トランジェントで統計的な評価を行った。これら 6 個
の特徴は検出強度が全て 1Jy 以上で、バースト継続時間が 4 分から 3 日間の間で
ある。また、位置する座標は銀河面に集中することなく低銀緯から高銀緯に散ら
ばっている。著者はこれら 6 個を logN-logS 図上にプロットし、等方性を検証し








分 布 の 仮 定 に 基 づ く と 、 全 天 に お け る 電 波 ト ラ ン ジ ェ ン ト の 検 出 確 率 は
0.0049deg^-2yr^-1 と求められた。この結果と Bower et al,2007 によって VLA の
アーカイバルデータにから検出された 10^-4Jy クラスの電波トランジェントを同










 本論文第五章は 2008 年に打ち上げられたガンマ線衛星 Fermi の Large  Area  
Te lescope (LAT)によりガンマ線が検出された源の電波変動について述べる。ガン
マ線が検出された 2008 年以前の観測データを基に、 2004 年から 2007 年におけ
る電波 (1 .42GHz)の強度変化を評価した。那須観測所では広域観測を行っている
ため、誰も注目していなかった時期の Fermi ガンマ線源のデータを得ることがで
きた。那須観測所の観測範囲内には 7 個の Fermi  LAT 源が含まれている。本論
文ではこの内の 4 源について述べる。4 源の内 2 源は電波 (1 .42GHz)で 90 年代半
ば か ら 00 年 代 半 ば に か け て 強 度 が 強 く な っ て い る 。 一 方 、 ガ ン マ 線 は
EGRET(1991 年 -2000 年 )によっては検出されておらず、 2008 年の Fermi によっ
てのみ検出されている。従ってこの 2 源は電波、ガンマ線の双方で 90 年代から
00 年代に強度が強くなっている。一般的にガンマ線放射と電波放射の関係はガン
マ線放射が強まり、数か月後電波放射が強まるという順序で起こっていると言わ
れている。この放射順序に忠実に考えると、この 2 源は LAT によってガンマ線が
検出された 2008 年よりも以前の 2004 年頃から 2007 年頃には活動状態が始まっ
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